
さ
よ
う
な
ら
。
熊
井
監
督

名
誉
市
民
・
熊
井
啓
さ
ん
逝
く

熊井監督の軌跡

現在の豊科保育園の近くで幼少期を過
ごした。（1933年）

信州大学文理学部演劇部を創設。学生
の枠を超えた活動を展開。（1949年ごろ）

高校の後輩、松本市出身の井口明子さ
んと結婚。（1962年）

自作のシナリオ「帝銀事件・死刑因」
で監督デビュー。（1964年）シナリオ
は豊科郷土博物館所蔵

豊科町名誉町民称号贈呈式。旧豊科町
では田淵行男に続き2人目。（2002年）

安曇野映画祭での対談。（2006年）

故郷について「都会の気ぜわしい生
活に耐えきれなくなったとき、ある
いは創作に行き詰まったとき、常に
思い起こすのは、故郷の清冽な山河
であり、私を今日まで温かく見守っ
てくれた方々の姿です」と語っていた。

ベネチア国際映画祭サンマルコ銀獅子賞
など、数多くの賞を受賞した。（1989年）

　
安
曇
野
市
の
名
誉
市
民
で
映
画
監

督
の
熊
井
啓
さ
ん
が
５
月
２３
日
、
東

京
都
内
の
病
院
で
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
享
年
７６
歳
で
し
た
。

　
熊
井
監
督
は
、
１
９
３
０
年
豊
科

生
ま
れ
、
信
州
大
学
文
理
学
部
を
卒

業
。
帝
銀
事
件
を
扱
っ
た
「
帝
銀
事

件
・
死
刑
因
」（
６４
年
）
で
監
督
デ
ビ

ュ
ー
し
、
黒
部
ダ
ム
建
設
を
描
い
た

「
黒
部
の
太
陽
」（
６８
年
）、
松
本
サ

リ
ン
事
件
を
題
材
に
し
た
「
日
本
の

黒
い
夏
　
冤
罪
」（
２
０
０
１
年
）
な

ど
、
日
本
の
暗
闇
を
鋭
い
感
性
で
問

い
た
だ
す
、
社
会
派
の
作
品
を
数
多

く
発
表
し
ま
し
た
。８６
年
に
は「
海
と

毒
薬
」
が
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
銀

熊
賞
を
、
８９
年
に
は
「
千
利
休
　
本

覺
坊
遺
文
」
が
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画

祭
サ
ン
マ
ル
コ
銀
獅
子
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
内
で
は
そ
の
実
績
か

ら
９５
年
に
紫
綬
褒
章
、
０１
年
に
は
勲

四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
、

著
書「
続
 

池
塘
春
草
の
夢
」の
中
に

は
「
静
か
な
夜
明
け
、
東
の
空
が
白

み
、
南
安
曇
農
業
高
校
の
木
々
で
小

鳥
た
ち
の
声
が
囀
り
、
太
陽
が
昇
る

に
つ
れ
て
、
雲
は
刻
々
と
色
を
変
え

る
。
こ
う
し
た
私
の
イ
メ
ー
ジ
の
世

界
は
、
誰
も
、
い
か
な
る
力
も
消
し

去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
映
画
「
朝
焼
け
の

詩
」（
７３
年
）、「
愛
す
る
」（
９７
年
）、

「
日
本
の
黒
い
夏
 

冤
罪
」（
０１
年
）

で
は
、
安
曇
野
が
撮
影
地
と
し
て
登

場
し
、
幼
少
期
に
記
憶
し
た
故
郷
の

風
景
や
体
験
が
、
監
督
の
創
造
の
原

点
と
し
て
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
０２
年
に
は
旧
豊
科
町
の
名
誉
町
民

（
市
発
足
後
名
誉
市
民
）と
な
り
、

０１
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
安
曇

野
映
画
祭
」
で
は
、
映
画
文
化
の
発

信
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
を
深
め
る

な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
近
年

で
は
、
安
曇
野
を
題
材
に
し
た
映
画

を
作
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
口
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
の
演
劇
部
の
友
人
で
、

自
ら
も
監
督
の
映
画
に
出
演
し
て
い

る
本
山
正
さ
ん
（
豊
科
高
家
）
は
「
監

督
は
、
安
曇
野
を
舞
台
に
し
た
世
界

的
な
映
画
の
制
作
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
台
本
も
出
来
上
が
り
、
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
も
決
ま
っ
た
段
階
だ
っ
た

の
で
、
映
画
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
非
常
に
残
念
で
す
。
監
督
の
ふ
る

さ
と
に
寄
せ
る
思
い
を
考
え
る
と
胸

が
痛
み
ま
す
」
と
突
然
の
死
を
悼
み

ま
し
た
。

　
平
林
市
長
は
「
１０
年
ほ
ど
前
、
建

て
替
え
る
前
の
穂
高
老
人
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た『
愛
す
る
』の
撮
影

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
監
督
の
熱
気
と
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
監
督
の
遺
さ
れ
た

作
品
を
心
に
刻
み
、
偉
大
な
る
功
績

に
尊
敬
の
念
と
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
が
誕
生
す
る
直
前
、
熊

井
監
督
は
、
安
曇
野
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
、「
理
想
を
と
こ
と
ん
追

求
す
る
べ
き

で
す
」
と
提

言
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
言
葉

に
は
、
社
会

と
真
っ
向
か

ら
向
か
い
合

い
、
真
実
を

見
つ
め
続
け
た
熊
井
監
督
の
精
神
と
、

故
郷
へ
の
深
い
愛
情
が
に
じ
み
出
て

い
ま
す
。

さ
え
ず


